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 本研究は、近代日本において、一大国家事業だった留学が実態として多様化していく過程を明らかにする

ことを課題として、特に文部省留学生の変容に関する分析を中心に考察した。 
遅れて近代化を開始した日本にとって先進諸国の科学技術や学問の輸入は不可欠のものであり、明治初期

から文部省が派遣した留学生はその役割の中心を担って来た。しかし、現代においては、留学はそのような

目的でなされるよりも、国際交流を目的とする留学を初め、多様化している。そのような変化は、いつ、何

をきっかけとして起きたものだったのだろうか。文部省留学生の制度についての先行研究は、時期的には明

治期まで、方法的には個々の帝国大学あるいは留学生個人を対象とする研究が中心であった。すなわち上記

の変化を含む長期間を対象とした、客観的なデータに基づいた研究は行われてこなかったといえる。本研究

ではそのような認識にたって、まず実態として文部省留学生はどのように派遣されてきたのか 1875 年から

1940 年まで、計 3180 人についてのデータベースを作成し、そのデータに基づきながら留学の性格の変化

を考察する方法をとった。そして本研究においては、文部省留学生の派遣目的に大きな変化が起きたと思わ

れる 1920 年代を考察の中心とした。変化の要因として、文部省留学制度が国内の高等教育拡充に対して担

ってきた役割を重視すると共に、留学に直接影響を与えた外交関係や国際交流の観点も踏まえて考察した。

本研究において得られた結果は、以下のとおりである。 
第 1 部第 1 章では、筆者が作成した文部省留学生データベースの分析を行い、65 年間にわたる所属別、

分野別、留学先別の変化を数量化して、派遣動向の概観を明らかにした。文部省留学生は帝国大学所属の者

が最も多く派遣されているが、大正期の高等教育機関拡充と呼応する形で、1919 年を境に他の直轄学校所

属者も多く留学生として選ばれるようになり、特に高等学校所属者の増加が最も多くなっていた。分野別に



は自然科学系の方が多く選ばれていた。留学先としては、先行研究で｢ドイツ主義｣と称されているようにド

イツが最も多くなっているが、派遣開始当初の 1875～1879 年及び第一次世界大戦期間中の 1915～1919 年

は少ない。第一次世界大戦を機にアメリカ留学が増え、対戦終結後は米独両国への留学生数が拮抗していた

ことが判明した。 
 第 1 部の分析を受けて、第 2 部と第 3 部においては、具体的な事例を取り上げ、近代日本における海外

留学の特質やその変容を明らかにした。第 2 部では、高等教育拡充問題と留学生派遣についての考察を課題

とした。 
第 2 章は、東京及び東北帝国大学からの留学生選抜を中心に、帝国大学の新設拡張と留学生派遣問題につ

いて検討した。文部省留学生制度開始当初は東京(帝国)大学の教員養成を主たる目的で派遣されており、留

学生の選抜も文部省が行っていた。しかし、1899 年からは新設帝大や直轄学校の教員補充という新たな目

的が出てきたため、東京帝国大学からの留学生選抜方法も代わって、大学側から文部省に上申する形になっ

た。東北帝国大学からは新設以来文部省に上申された人は順に選抜され留学生として派遣されていた。帝国

大学からの留学生選抜が優先されていた実態が明らかになった。 
 第 3 章は、直轄学校からの留学生派遣について、高等学校からの選抜を中心に検討した。1919 年以前の

留学生選抜は帝国大学と新設直轄学校(主として実業専門学校)の教員補充が主眼であって、高等学校からの

留学生(特に理系)はそれらの大学・学校に帰国後異動することが想定されていた。しかし 1919 年以降、1920
年の｢在外研究員｣改称後本格的に、高等学校も留学生の派遣は自校の教員養成のために活用出来るようにな

った。 
 以上の考察を通して、第 2 部では、文部省留学生制度が 1919 年頃までは帝国大学の整備を中心的目的と

して運用されていた実態が、1920 年頃からは直轄学校全てを対象とした教員養成が実施されるようになっ

たこと、すなわち文部省の高等教育拡充計画との関係で留学生派遣制度の運用に変化が生まれていたことが

明らかになった。1899 年の文部省による｢八年計画｣で示された留学生派遣計画を、1900～1910 年代の高

等教育機関増設時期の留学生派遣実態と照らし合わせてみると、時期的に多少の遅れはあるものの、帰国後

の留学生を新設・拡張されて新たな教員が必要とされる部署に重点的に配置していったことが解った。その

後 1920 年頃になると、留学生の選抜に関しては文部省主体から各直轄学校主体へと変化し、各学校の希望

がほぼ叶う形で運用されていった。選抜方法は上申された候補者が留学生としてほぼ全員機械的に採用され

ており、制度としては形式化していった。これらのことから、文部省留学生派遣制度は、文部省の強力な主

導に基づいて高等教育機関を創設する役割から、その維持に重点が移ると共に、更に専門学校や高等学校な

ど多様な教育機関の質的向上へと力点を移して変容していったと言えよう。 
 第 3 部は留学の多様化過程を、留学を取り巻く国際環境の影響を考慮しながら検討した。 
第 4 章では、日米間の外交問題が新たに日本から情報を発信するスタイルの交流を生み出したことを明ら

かにした。それまでは、アメリカには日本人の私費留学生が大量に渡っていたが、留学生や移民らの大量移

入により引き起こされた排日運動がきっかけになって、日本はアメリカに対して日本文化を紹介する教育事

業を始めることとなった。最も大きな事業の 1 つが、スタンフォード大学における日本学講座の開講だった。

｢対米啓発運動｣と称されたこの一連の動きは、国が主体的に教育的行為による国際交流という現象を始めた

という点で意義がある。それまで、国は一方的に外国の文物を輸入する＜留学＞に力を入れてきたが、日本

から情報を発信することにも目を向け始めたのである。 
第 5 章では、｢対米啓発運動｣が実施されている最中に起きた第一次世界大戦の文部省留学生に対する影響

を考察した。第 1 章でも触れたように、文部省留学生の主たる留学先はドイツであった。それが、大戦でヨ

ーロッパが戦場と化し、留学生は留学先の変更を余儀なくされた。その中で文部省が選んだ留学先はアメリ



カだった。しかし、留学先を変更してアメリカに渡った大正期の留学生たちは、余り現地での経験に満足出

来なかった。アメリカ学術界を、実用主義的、実地的で余り学術的にはレベルが低いと評価していたのであ

る。アメリカ留学により、文部省留学生たちは日本の学術レベルの高さを実感することになった。単に教え

を請うだけでなく、共同研究をしたり、より高度なレベルでの研究を受けられたりするようになった。もは

や一方的に文物を輸入するだけの＜留学＞行為ではおさまらなくなってきたのである。 
第 6 章は、第一次世界大戦終結後の世界状況の変化が日本の留学にどのような影響を及ぼしたかを考察し

た。大戦中にアメリカ留学を経験した文部省留学生たちは、大戦終結と同時に再びドイツを目指すようにな

る。文部省留学生のドイツ主義傾向は対一次世界大戦後も変わらなかった。しかし、ドイツは大戦以前のよ

うな状況ではなかった。敗戦後の混乱と、国際学会におけるドイツの排除という事態を受け、逆にドイツで

は日本人を受け入れない動きが見られるようになった。このような日独教育関係の悪化を懸念した人たちに

より、｢日独文化協会｣がベルリン及び東京で開設され、日独両国間の相互理解のために、留学生の研究援助

のためにも用いられた。文部省も積極的に予算を組み補助金として差し出している。一方日米関係において

も、ロックフェラー財団や国際教育協会の働きかけで相互教育交流が動き始めた。外務省は特に国際教育協

会による交換学生に申し出でを積極的に受け入れ、日米関係の改善に乗り出そうとした。しかし、文部省側

は外務省ほど積極的ではなかった。 
これらの考察により、以下のような結論が得られた。 
幕末以来、日本が近代化を遂行するに当たって行われていた留学は、一方的な学術輸入としての＜留学＞

であった。しかし第一次世界大戦の影響で留学生の希望したドイツに行けずアメリカに渡ったことが、文部

省留学生たちの留学認識を変化させることとなり、学術交流としての｢在外研究員｣制度へと転換させたと考

えられる。同時期までには、高等教育機関創設のために中心的な役割を担っていた文部省留学生制度の性格

にも変容が現れていた。このような国内での状況変化の下、日米関係や日独関係において、両国の外交摩擦

解消のために、新たに教員や学生の交換を行ったり、日本学講座や文化機関を設置したりして、教育交流が

一層盛んになっていった。一方的な輸入行為としての＜留学＞から、インプットのみならずアウトプットも

含む交流としての留学へと変化していく過程が明らかになった。更に 1931 年になると、それまで独米と比

べて日本人留学生の少なかったフランスから日本人留学生を政府費用で招聘したいとの申し出がなされる

ようになり、新しい形の教育交流が実施されるようになった。日本の学術レベルの向上とそれに伴う留学生

の意識変化、また国際関係における諸問題解決の方途として、日本の留学は新たな役割を付与されていった。

このような過程を経て、幕末以来続けられてきた＜留学＞は、現代的な留学へと転換していったのである。 
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